














Organizational Economics and the Nature of the Firm 




 2.1 取引費用経済学による企業規模および企業境界の議論 
 2.2 財産権理論およびエージェンシー理論：契約の束としての企業 
3. 経済学的な組織研究の2つの潮流 
 3.1 契約理論による組織研究の進展：組織経済学 



































































































































3 節で検討する 2 つの企業理論の潮流は、ともに取引費用経済学の視点から発展した
と考えることもできる。 
 





































































































































































 3.2 組織ケイパビリティの進化理論 























































































































































































可能となりつつある（Fehr and Scmidt 2004; Gibbons and Roberts ed. 2013; 




 (1) 経済学による企業組織の研究として、代表的なものにArrow（1974）もある。 








 (5) その他にもCoase（1937）は、生産要素の供給価格の上昇をあげている。 




 (8) 企業理論においては、とくに機会主義が重要な役割を果たす。この点については Williamson
（1999）や蜂巣（2014a）を参照せよ。 
 (9) 詳しくは、Klein et al.（1978）を参照せよ。 
 (10) Williamson（1985）はこれを「根本的転換」と呼んでいる。 
 (11) Williamson（1985）は市場と組織の中間のガバナンス形態として、長期的な関係的契約にも
とづく中間組織についても言及している。 
 (12) ただし、Holmstrom and Milgrom（1994）は「インセンティブ・システム」としての企業観
を提示している。 
 (13) しかしながら、詳細や含意が同じという訳ではない。 
 (14) GMHによれば、物的資産の所有こそが交渉に際してパワーの源泉となるため、人的資本への
投資も決定づけると考えられる。 
 (15) Kreps（1996）やBaker et al.（1999）は、繰返しゲームによって権限の問題を分析している。 




 (18) 企業文化に関する組織経済学的な研究については、Kreps（1990）やVan den Steen（2010）
がある。 
 (19) 内発的動機づけについてはKreps（1997）やBenabou and Tirole（2003）、リーダーシップ
についてはRotemberg and Saloner（1993）やHermalin（1998）を参照せよ。 
 (20) Gibbons and Henderson（2012）は、組織経済学的に組織ケイパビリティを考察している。 
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